
社労士と考える

水
13:00～ 栃木県立宇都宮産業展示館

（マロニエプラザ）小展示場２
5

人材課題解決へ、支援機関連携セミナー 

主催：栃木県社会保険労務士会/栃木働き方改革推進支援センター

セミナー＆相談会

中小企業の人材対策

人材課題の
処方箋

12月2日は「社労士の日」

１２
13:30～

対象

日時

基調講演　　
第一部

海老澤　一人
パネルディスカッション
　　　　　

１５０

下記の二次元コード

を読み込み

フォームを入力

名

会場

定員

申込

産業医

第二部

県内中小企業事業主・人事労務担当者・支援機関の皆様

〒320-0851　栃木県宇都宮市鶴田町3492-46

お問い
合わせ

栃木県社会保険労務士会 （平日9：00～17:00）TEL：

URL：
028-647-2028

https://www.tochigi-sr.jp/

参加費

無料

誰に相談していいか
わからない

課題の解決策が
見えてこない

なかなか人材が
定着しない

法改正に
ついていけない

受 付

協賛：(公財)産業雇用安定センター栃木事務所(ジョブ産雇）/栃木県よろず支援拠点
後援：栃木労働局/栃木県/栃木産業保健総合支援センター

開 始

宇都宮市元今泉6-1-37

相談会
開催時間中（13:00から16:30まで）随時個別相談会を開催
（＊予約の方優先）

令和8年度社労士会セミナー

先生
13:30～

14:30～

　「治療と仕事の両立支援
　　－企業に求められる対応」　

講師

　　　　　 「中小企業の人材課題－誰に何を相談できるか」
社会保険労務士会、働き方改革推進支援センター、よろず支援拠点、産業雇用安定
センターによるクロストークセッション。問題解決の糸口を多方面から探ります。



先生海老澤　一人

令和８年４月１日から、職場における治療と就業の両立支援の取組が、事業主の努力義務に

なりました。 治療と就業の両立支援指針を踏まえ、社内の環境整備や必要な両立支援の措置
を講ずることが求められています。指針の内容を踏まえ、専門家の視点から企業としての取

り組みについてご説明いただきます。

講師 【プロフィール】２００１年北海道大学水産学部卒業、２０１０年旭川医科大学病院
初期臨床研修医、２０１２年旭川医科大学脳機能医工学研究センター助教、２０１３
年大手通信業産業医（東京、栃木全域、福島全域、宮城の小規模から中規模の事業所
を担当）、２０１９年県内大手重工業専属産業医、２０２１年県内大手製造業専属産
業医。栃木労働局安全衛生専門委員、栃木産業保健総合支援センター相談員。

パネリスト所属団体

栃木県社会保険労務士会では、社会貢献事業として「仕事と治療の両立支援」を行っており
ます。栃木県内にある対象医療機関と連携し、仕事と治療を両立する方法等を社労士がサポ
ートしています。具体的には医療機関等の相談員（看護師、ソーシャルワーカー等）からの
電話・メール相談（労務、公的保険等）に応じる他、患者さん向けの対面の就労相談を各医
療機関等にて定期的に実施しています。

〇栃木働き方改⾰推進支援センター

最低賃金の引上げ、職場環境整備のための就業規則の見直し、不合理な待遇差の解消、それ
らに対応する助成金申請の相談など、中小企業・小規模事業所を対象に「働き方改革」を支
援する厚生労働省から委託された専門機関です。労務管理専門家の社労士が担当し、窓口に
よる相談、訪問支援、オンライン相談を実施している他、団体・企業向けのセミナーや出張
相談会も開催しています。
【問い合わせ】　〒 321-0151宇都宮市西川田町923-20　リーガルビル2階
                          ☎0120-800-590　（平日9時～17時）

〇栃木県よろず支援拠点

中小企業・小規模事業者のための無料の経営相談所として、経済産業省から委託された専門
コーディネーターが人手不足、物価高対策、生産性の向上など、企業が抱える様々な課題に
対して伴走支援を行っています。とりわけ足下の課題である人手不足・労働供給制約下にお
いても、省力化を通じて生産性向上させることを目的とした企業支援をしています。広報戦
略、事業継承、創業支援、IT活用、販路拡大など、幅広くまさに「よろず」お悩み相談所と
して開設しています。
【問い合わせ】　〒321-3226 栃木県宇都宮市ゆいの杜1-5-40　とちぎ産業創造プラザ内
　　　　　　　　☎028-670-2618　（平日9時～12時/13時〜17時：ご予約優先）

〇（公財）産業雇用安定センター栃⽊事務所(ジョブ産雇）
昭和６２年３月に当時の労働省、日経連、産業団体などが協力して失業なき労働移動を支援す
る公的機関として設立。「ジョブ産雇」の愛称で、本部と全国４７都道府県の地方事務所の連
携による全国的なネットワークにより出向・移籍の支援事業に取り組んでいます。 主な事業
は、人材を送り出す企業と人材を受け入れる企業との間に立って、情報提供・相談等の支援を
行い、出向・移籍 の成立に結び付ける「人材の橋渡し」の業務を実施しています。
【問い合わせ】〒320-0811 栃木県宇都宮市大通り1-4-24　MSCビル６F　☎028-623-6181　

〇栃木県社会保険労務⼠会 両立支援部会
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